
令和 6 年度 特別企画委員会 
委員長 冨田 明徳 

 

 この委員会は、他の委員会と連携しなが

ら、附属学校が存在意義を明確化し、附属

学校の改革に向けて主体的に取り組めるよ

う、また附属学校の一体感・つながり感を

強化する方策を検討し、「これからの附属

学校のあり方を考える協議会」（以下、附

属学校協議会）を開催してきました。 

 今年度も第８回目となる「附属学校協議

会」を日本教育大学協会と共催する形で実

施しました。 

 

第８回「これからの附属学校のあり方を考

える協議会」 

１ 日時 令和６年 11月 22 日（金） 

     13：00～16：30 

２ 場所 東京大学本郷キャンパス 情報学環・

福武ホール福武ラーニングシアター 

３ 共催 日本教育大学協会 

     全国国立大学附属学校連盟 

４ 後援 （一社）全国国立大学附属学校 

            PTA 連合会 

５ 協力 文部科学省  

 

６ 次第 

(1) 開会挨拶 日本教育大学協会 

会長 國分 充氏 

(2) 来賓挨拶(一社)全国国立大学附属学校 

PTA 連合会  会長 桑名 良尚氏 

(3) 事例発表 

①【地域連携、地域貢献】「16 市町村の

教育長訪問を生かした地域貢献活動」                   

新潟大学附属長岡小学校  

校長 山崎 勝之氏 

②【働き方改革】「働きやすさ」と「働

きがい」が感じられる職場づくりを目

指して 香川大学教育学部附属幼稚園 

副園長 九郎座 仁美氏 

③【校種間連携】「校種間連携について,

本地区における実践」 

東京学芸大学附属竹早中学校 

   主幹教諭 上園 悦史氏 

④【先進教育】「生成 AI活用の可能性」 

大阪教育大学附属池田中学校  

副校長  辻本 堅二氏 

⑤【人材育成、教育実習の在り方】 

「業務改善に伴う教育実習のあり方」 

      大阪教育大学附属池田小学校 

副校長 奈良 真行氏 

(4) 基調講演 

  「国立大学附属学校のこれから」 

国立大学法人兵庫教育大学  

   学長 加治佐 哲也 氏      

（「国立教員養成大学・学部、大学院、附属

学校の改革に関する有識者会議」主査） 

 

(5) 文部科学省説明 

「国立大学附属学校の現状と課題」 

文部科学省総合教育政策局 

教育人材政策課教員養成企画室 

室長 小倉 基靖 氏  

(6) 全附後連説明 

「教育後援会運営に関するアンケートの

結果について」 

全国国立大学附属学校教育後援会 

連絡協議会会長 寺本 俊彦氏 

(7) 閉会挨拶  

全国国立大学附属学校連盟      

理事長 木山 慶子氏 

 

７ 附属学校協議会終了後のアンケート 

の集計結果 

 

(1)各テーマの事例発表は、これからの附

属学校園の在り方を考えるのに有効でし

たか。 

 

 

 



(2)基調提案はこれからの附属学校のあり

方について考えるのに有効でしたか。 

 

 

 

(3)文部科学省説明はこれからの附属学校

園のあり方について考えるのに有効でし

たか。 

 

 

 

(4)全附後連の説明はこれからの附属学校

のあり方について考えるのに有効でした

か。 

 

 

 

(5)どのような開催形式がよいですか 

（今回は対面形式、後日ビデオ配信）。 

(6)本協議会の開催時間について伺います。  

 

 

 

 

 

 

(7)本協議会の開催時期について伺います。 

 

 

 

「附属学校協議会」を終えて 

 私たちは，これまで「国立教員養成大

学・学部，大学院，附属学校の改革に関す

る有識者会議報告書」（平成２９年８月）

において指摘された課題等について，附属

学校改革をめざし，真摯に取り組み改善し

てきた。この「これからの附属学校のあり

方を考える協議会」も，「公共性の向上」

や「ガバナンスのありかた」等をテーマに

開催し，今年度で 8回目となりました。 

今回，改革の出発点である有識者会議

で，主査としてとりまとめをされた兵庫教

育大学加治佐哲也学長からのご示唆と，全

国の仲間が，それぞれの地域で多様な先進

的な取組を積極的に推進している実践を拝

聴し、学ぶことができました。  

これらを通して，改めて私たちは，自ら

の学校の現在地を検討し，今後も積極的に

取り組む決意を新たにいたしました。  

開催にご協力いただきました様々な関係

者の皆様、誠にありがとうございました。 


